
日本医史学雑誌第53巻第1号(2007)
羽
７
適
塾
門
下
生
「
備
中
窪
屋
郡
中
嶌
別
府

真
敬
悴
別
府
琴
松
」
に
つ
い
て

内
容
の
一
部
は
二
○
○
六
年
六
月
に
日
本
医
史
学
会
関
西
支

部
大
会
で
発
表
し
た
が
、
未
だ
公
表
さ
れ
な
い
新
し
い
資
料
を

加
え
本
総
会
で
報
告
す
る
。

適
塾
の
姓
名
録
に
記
載
さ
れ
た
六
三
六
人
の
門
下
生
の
う
ち

約
二
○
○
人
は
身
元
不
明
と
い
わ
れ
て
い
る
。
姓
名
録
番
号
二

一
六
「
備
中
窪
屋
郡
中
嶌
別
府
真
敬
悴
嘉
永
四
亥
十
月

別
府
琴
松
」
は
不
明
の
う
ち
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
の
先
入
観
が

あ
り
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
明
ら
か
に
す
べ
く
調
査
し
た
。
緒
方

洪
庵
伝
（
緒
方
富
雄
著
）
の
壬
戌
旅
行
日
記
の
中
に
は
、
一
八

六
二
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
琴
松
が
足
守

に
帰
省
中
の
洪
庵
を
訪
問
し
面
会
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
当
時
の
地
名
が
残
る
明
治
二
十
二
年
作
成
の
地
図
で
足
守

ワ
］

木
村
丹
・
松
田
俊
悟

、
木
村
医
院
（
岡
山
県
早
島
町
）

型
兀
山
陽
新
聞
社
解
説
委
員
室
室
長
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

と
上
中
島
の
直
線
距
離
は
約
十
三
ｋ
ｍ
。
姓
名
録
と
緒
方
洪
庵

伝
の
ふ
た
つ
の
資
料
を
も
と
に
調
査
を
始
め
た
。
中
島
村
は
一

八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
に
軽
部
村
に
合
併
吸
収
さ
れ
た
が
、

翌
一
八
七
九
年
に
再
び
上
中
島
村
と
し
て
独
立
し
、
一
八
八
九

年
（
明
治
二
十
二
）
に
周
囲
の
計
六
力
村
が
合
併
し
て
清
音
村

と
な
っ
た
。

一
九
○
○
年
（
明
治
三
十
三
）
窪
屋
郡
は
隣
接
す
る
都
宇
郡

と
合
併
し
て
都
窪
郡
に
な
り
、
さ
ら
に
二
○
○
六
年
（
平
成
十

八
）
三
月
清
音
村
は
都
窪
郡
か
ら
離
脱
し
て
総
社
市
に
編
入
さ

れ
た
。
現
在
は
総
社
市
清
音
上
中
島
と
い
う
。

「
中
島
」
地
名
を
頼
り
に
総
社
市
清
音
上
中
島
に
墓
を
見
つ
け

た
後
、
岡
山
県
歴
史
人
物
辞
典
、
大
阪
市
北
区
医
師
会
報
（
一

九
六
三
年
、
琴
松
の
曾
孫
審
一
氏
が
記
述
）
、
適
塾
門
下
生
調

査
資
料
、
清
音
村
史
な
ど
の
資
料
を
見
出
し
、
「
別
府
琴
松
」
は

あ
る
程
度
調
査
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
と
日
本
医
籍
年
鑑
を
も
と
に
直
系
子
孫
で
あ
る

大
阪
府
池
田
市
在
住
の
別
府
慎
太
郎
氏
を
捜
し
面
会
し
、
百
五

十
年
間
保
管
さ
れ
て
い
る
未
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
資

料
（
祖
先
過
去
帳
、
父
真
敬
と
琴
松
の
苗
字
帯
刀
許
可
証
、
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琴
松
と
子
息
覚
太
の
履
歴
書
、
清
音
小
学
校
種
痘
人
名
、
琴

松
の
肖
像
画
な
ど
）
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

琴
松
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
月
二
十
九
日
に
医
業
を

営
む
父
真
敬
二
七
九
六
’
一
八
六
八
）
と
母
慶
二
七

九
九
’
一
八
八
○
）
の
間
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
二
八
三

四
年
生
ま
れ
と
の
資
料
も
あ
る
）
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
一

月
か
ら
一
年
九
カ
月
間
浅
口
郡
玉
島
村
石
坂
典
礼
に
従
い
、
さ

ら
に
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
十
月
か
ら
八
カ
月
間
適
塾
出
身

の
小
田
郡
簗
瀬
村
山
鳴
弘
蔵
の
も
と
で
西
洋
医
術
の
修
練
を

積
ん
だ
。
山
鳴
弘
蔵
の
推
薦
書
を
持
っ
て
嘉
永
四
年
（
一
八
五

二
十
月
適
塾
に
入
塾
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
月
ま
で

二
年
七
カ
月
間
在
塾
し
、
西
洋
医
学
と
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
。

安
政
元
年
二
八
五
四
）
五
月
郷
里
の
備
中
窪
屋
郡
中
島
村
で

開
業
。
医
業
に
励
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
明
治
三
年
二
八
七

○
）
一
代
限
り
苗
字
帯
刀
の
許
可
を
受
け
た
。
明
治
二
十
七
年

二
八
九
四
）
八
月
三
十
一
日
没
、
戒
名
は
「
編
照
院
見
外
大
徹

一
一
１
、
室

一
一
一
，
ノ
ュ

居
士
」
。
父
真
敬
、
琴
松
、
子
息
覚
太
二
八
五
七
’
一
九
○
三
）

の
三
代
が
中
島
の
地
で
開
業
し
、
そ
の
後
三
代
（
諭
一
、
審
一
、

慎
太
郎
）
は
大
阪
府
で
開
業
医
ま
た
は
勤
務
医
を
し
て
お
り
、

計
六
代
が
医
師
で
あ
る
。
琴
松
の
孫
諭
一
の
「
諭
」
は
福
沢

諭
吉
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
清
音
小
学
校
生
徒
種
痘
人
名
」
と
い
う
文
書
が
あ
り
、
作
成

年
月
日
と
実
施
者
の
記
載
は
な
い
が
、
種
痘
を
受
け
た
四
十
六

人
の
氏
名
と
年
齢
が
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
の
う
ち
三
人
の
墓
を

総
社
市
に
見
つ
け
、
逆
算
し
て
こ
の
文
書
が
明
治
二
十
五
年
に

作
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
明
治
二
十
五
年
一
月
、

琴
松
は
子
息
覚
太
に
土
地
・
家
屋
を
譲
渡
し
た
と
い
う
資
料

が
あ
り
、
そ
の
後
の
別
府
家
の
当
主
は
覚
太
に
な
る
。
よ
っ
て

こ
の
文
書
の
種
痘
は
覚
太
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
る
。

今
回
、
琴
松
の
肖
像
画
を
添
え
て
報
告
す
る
。


